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SVM

FCスイッチ

FC-RAID (CDS3)

テープ ライブラリ (Spectra2000-AIT4)

日々の研究は、データの損失を考えることがなくなって、ひと安心。

サーバが壊れた時も、SAN環境を構築しているので、代替サーバを接続すれば、今まで通りの研究を再開できます。

導入前は、壊れたら内臓のディスクを新しいものに交換し、バックアップしていたテープ装置からデータを戻す作業

を行っていました。しかし、この方法だと昔のテープを読めなくなってしまうことも稀にあり、再度データの打ち込み

をやり直さなければならない最悪のパターンも経験しました。今は、もうそんな悪夢とも無縁の日々です。

SVMのオプションのひとつに、OSやファイルシステムに

依存しない新型のスナップショット機能、Mult i -Viewが

あります。このMult i -Viewのスナップショット機能を用

いて、使用しているデータのイメージを、わずか数秒で

ディスク内に取得します。

たったの数秒で、すべての設計データを保存することが

できるのです。ブロック単位での保存となりますので、

データの整合性は100％です。データが適切に保存された

のかどうか判別に頭を悩ませていた過去とはサヨナラ。

安心して研究に没頭する日々を送ることができるように

なりました。

「SVMは、魔法の箱ですね。アーキテクチャが、

独創的で興味深いです。」と、語るのは堀尾先生。

「導入した S V Mは、従来のストレージとは比較

できない、次元の違う革新的なストレージです。

ストレージに関する専門的な知識がなくとも簡単に

扱うことができます。私の研究室では、学生がSVM

を使って手軽にバックアップをとっており、データの

整理も日常的に行なっております。その為、必要と

するデータを学生が各自で取り出すことができ、

研究がはかどります。」

第１次バックアップは・・・SVMによるデータの瞬間保存

導 入 構 成 図

サーバ (Sun Blade2500)

サーバ (Sun Blade1000)

システムの連続稼働

①ＳＶＭからスナップショット・コマンドの
　発行をしています。

②スナップショットを実行しています。

③スナップショットしたデータを
　テープに保存します。

データ データの変更履歴


